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１－１．豊川市地域公共交通計画の進捗状況 

・豊川市地域公共交通計画で掲げる事業の進捗状況（未報告分）は以下のとおり。 

①基幹路線の改善・運行、②地域路線の改善・運行 

・令和５年３月３０日（木）、イオンモール豊川の開業にあわせて豊川市民病院からイオンモール豊

川まで路線延伸。（イオンモール豊川開業後の利用状況は資料２ページ参照） 

③交通結節点の整備、④バス停待合環境の改善 

・令和５年２月１１日（土）、豊川市民病院バス停にベンチを１基増設。 

⑥新たな料金支払方式の導入 

・沿線市町と連携し、豊鉄バス全線への交通系ＩＣ導入（令和６年度末導入予定）に向けて予算を措

置。（参考：豊川市：令和５年度６，５３９千円、令和６年度１４，６２５千円（予定）） 

⑦公共交通案内の充実、⑧周知・広報活動の実施 

・令和５年３月３０日（木）のダイヤ改正にあわせて、豊川市ホームページやチラシによる周知を実

施。 

⑨利用促進活動等の実施 

・令和５年５月２７日（土）、２８日（日）、第３２回豊川市民まつり「おいでん祭」において、コ

ミュニティバスを展示。 

・名古屋鉄道株式会社と連携し、「電車で行こまい！キャンペーン」を実施。（資料６ページ参照） 

⑩事業評価の実施 

・地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱に基づき、第５５回会議で事業評価（自己評価）

を実施。（資料７ページ参照） 

⑪新規移動手段の導入検討 

・進捗なし。 

１．【報告事項（１）】豊川市地域公共交通計画の進捗状況等 

増設したベンチ 
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令和４年度路線別の利用者数推移 

令和５年度路線別の利用者数推移 

令和３年度路線別の利用者数推移 

１－２．豊川市コミュニティバス利用者数の推移 

・豊川市コミュニティバス全１０路線の合計利用者数の推移は以下のグラフのとおり。 

豊川市コミュニティバス利用者数の推移 

１－３．路線別の利用者数推移 

・令和５年３月３０日（木）、イオンモール豊川の開業にあわせて豊川市民病院からイオン

モール豊川まで路線延伸。 

・イオンモール豊川周辺の混雑対策として、イオンモール豊川への乗入本数を絞ったため、

令和５年４月の「イオンモール豊川」バス停の利用者数は４路線合計で９６人。 

令和4年4月～令和5年3月

路線名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 増減数 増減率

ゆ う あ い の 里 八 幡 線

（ 豊 川 国 府 線 ）
856 775 842 757 690 850 767 744 809 793 780 903 +1,694 +21.5%

千 両 三 上 線 838 797 886 885 757 754 845 794 781 674 757 890 +174 +1.8%

小 坂 井 線

（ゆうあいの里小坂井線）
484 445 490 446 468 562 618 609 609 503 524 658 -506 -7.3%

一 宮 線 1,134 1,169 1,057 950 864 880 890 798 775 882 1,003 1,111 -891 -7.2%

音 羽 線 756 736 684 675 640 698 851 793 757 621 692 751 -187 -2.1%

御 津 線 370 350 426 395 409 391 460 402 406 334 322 337 -222 -4.6%

つ つ じ バ ス

（ 音 羽 地 区 地 域 路 線 ）
894 763 715 763 722 744 795 779 776 662 697 727 -27 -0.3%

ハ ー ト フ ル 号

（ 御 津 地 区 地 域 路 線 ）
212 232 248 168 87 249 228 230 219 184 223 198 +106 +4.5%

本 宮 線 の ん ほ い 号

（ 一 宮 地 区 地 域 路 線 ）
301 305 338 291 291 334 330 345 217 222 235 274 -231 -6.2%

ご ゆ り ん バ ス

（ 御 油 地 区 地 域 路 線 ）
508 477 482 567 537 541 505 396 463 352 380 421 -403 -6.7%

合 計 6,353 6,049 6,168 5,897 5,465 6,003 6,289 5,890 5,812 5,227 5,613 6,270 -493 -0.7%71,036

Ｒ３との比較

令和４年度合計

9,566

9,658

6,416

11,513

8,654

4,602

9,037

2,478

3,483

5,629

令和5年4月～令和6年3月

路線名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 増減数 増減率

ゆ う あ い の 里 八 幡 線

（ 豊 川 国 府 線 ）
926 +70 +8.2%

千 両 三 上 線 875 +37 +4.4%

小 坂 井 線

（ゆうあいの里小坂井線）
556 +72 +14.9%

一 宮 線 1,142 +8 +0.7%

音 羽 線 747 -9 -1.2%

御 津 線 464 +94 +25.4%

つ つ じ バ ス

（ 音 羽 地 区 地 域 路 線 ）
775 -119 -13.3%

ハ ー ト フ ル 号

（ 御 津 地 区 地 域 路 線 ）
230 +18 +8.5%

本 宮 線 の ん ほ い 号

（ 一 宮 地 区 地 域 路 線 ）
258 -43 -14.3%

ご ゆ り ん バ ス

（ 御 油 地 区 地 域 路 線 ）
344 -164 -32.3%

合 計 6,317 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 -36 -0.6%

230

258

344

6,317

（※）Ｒ４との比較

令和５年度合計

926

875

556

1,142

747

464

775

※ 路線の主な見直し 

■平成２４年１０月 １日：一宮地区地域路線の路線変更 

   （２路線＜東回り、西回り＞に１路線＜中回り＞追加） 

■平成２４年１０月 １日：御油地区地域路線の運行開始 

■平成２５年 ５月 １日：豊川市民病院の移転に伴う路線再編 

（豊川国府線、ゆうあいの里小坂井線、音羽線、御津線の豊川市民病院経由） 

■平成２８年１０月 １日：ダイヤ及び運賃体系の変更 

（豊川国府線、音羽線、御津線の豊川市民病院以東を減便、豊川市民病院以西

を増便。共通ゾーン設定。） 

■令和 ３年１０月 １日：路線及びダイヤの変更 

（豊川国府線、音羽線、御津線の豊川市民病院以東を廃止。豊川国府線の姫街

道以北をゆうあいの里小坂井線へ移管し、豊川国府線をゆうあいの里八幡

線、ゆうあいの里小坂井線を小坂井線に名称変更。） 

■令和 ５年３月３０日：イオンモール豊川開業に伴う路線延伸 

（ゆうあいの里八幡線、小坂井線、音羽線、御津線をイオンモール豊川へ延

伸。） 

（※）Ｒ４との比較は、令和４年度４月と令和５年度４月との比較 

令和3年4月～令和4年3月

路線名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 増減数 増減率

ゆ う あ い の 里 八 幡 線

（ 豊 川 国 府 線 ）
654 582 620 590 541 618 761 825 724 558 643 756 +1,919 +32.2%

千 両 三 上 線 763 721 790 781 755 758 913 785 952 682 675 909 +196 +2.1%

小 坂 井 線

（ゆうあいの里小坂井線）
706 572 667 746 684 696 530 534 514 404 370 499 -509 -6.8%

一 宮 線 1,080 916 893 1,145 1,031 1,035 1,124 1,070 1,104 957 897 1,152 +1,345 +12.2%

音 羽 線 858 820 863 822 815 781 759 686 686 489 560 702 -1,304 -12.9%

御 津 線 567 390 472 500 466 474 308 343 377 311 272 344 -1,073 -18.2%

つ つ じ バ ス

（ 音 羽 地 区 地 域 路 線 ）
837 760 813 830 725 751 857 733 745 590 634 789 +197 +2.2%

ハ ー ト フ ル 号

（ 御 津 地 区 地 域 路 線 ）
247 237 269 228 84 235 209 213 177 144 160 169 -466 -16.4%

本 宮 線 の ん ほ い 号

（ 一 宮 地 区 地 域 路 線 ）
381 311 286 344 244 331 380 340 309 272 198 318 +356 +10.6%

ご ゆ り ん バ ス

（ 御 油 地 区 地 域 路 線 ） 523 458 564 569 527 569 591 513 514 353 356 495 -261 -4.1%

合 計 6,616 5,767 6,237 6,555 5,872 6,248 6,432 6,042 6,102 4,760 4,765 6,133 +400 +0.6%

2,372

3,714

6,032

71,529

7,872

9,484

6,922

12,404

8,841

4,824

9,064

令和３年度合計

Ｒ２との比較

イオンモール豊川へ全便乗入れた路線      イオンモール豊川への乗入れ本数を絞った路線 
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１－４．「イオンモール豊川」バス停の設置 

・イオンモール豊川の開業に先立ち、「イオンモール豊川」バス停の設置工事が完了。 

・第５６回会議で協議した南側バス停の追加設置（令和５年５月８日（月）予定）はなし。 

令和５年５月８日（月） 

追加設置はなし 
バス停   Ｎ 
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１－５．イオンモール豊川周辺における混雑対策の一部継続 

・八幡町交差点付近の混雑状況から、一部路線について混雑対策を継続。 

【混雑対策の継続路線】ゆうあいの里八幡線、豊鉄バス新豊線・豊川線 

【継続期間】当面の間 

○イオンモール豊川付近の通過バス停 

・下図のとおりイオンモール豊川周辺の一部バス停を通過。 

【「八幡町」バス停における停車・通過の考え方】 

・①「八幡町（イオンモール豊川方面）」バス停は通過 

・②「八幡町（国府駅方面）」バス停は停車 

八幡町（国府駅方面）

バス停 

（
国
府
駅
方
面
）

八幡町（イオンモール 

豊川方面）バス停 

（イオンモール豊川方面） 

姫街道 

①「八幡町（イオンモール豊川方面）」バス停は通過

②「八幡町（国府駅方面）」バス停は停車

八幡町バス停 

八幡駅口バス停 
右折のみ通過 

蔵子５丁目バス停 西小坂井駅 

市役所方面 

八幡駅口バス停

八幡町バス停

蔵子５丁目バス停 
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【「八幡駅口」バス停における停車・通過の考え方】 

・①「八幡駅口（姫街道方面）」バス停は姫街道への進入方向が左折の場合は停車、②右折の場

合は通過 

・③「八幡駅口（イオンモール豊川方面）」バス停は通過 

（姫街道方面） 

②姫街道へ右折進入する場合 

「八幡駅口（姫街道方面）」バス停を通過

③「八幡駅口（イオンモール豊川方面）」

バス停は通過

①姫街道へ左折進入する場合 

「八幡駅口（姫街道方面）」バス停に停車

市
道
篠
束
野
口
線

（
片
側
２
車
線
道
路
）

八幡駅口（姫街

道方面）バス停 

八幡駅口（イオ

ンモール豊川方

面）バス停 

（イオンモール豊川方面） 
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１－６．電車で行こまい！キャンペーン 

・名古屋鉄道株式会社と連携し、「電車で行こまい！キャンペーン」を実施。 

・イオンモール豊川来店当日に交通系ＩＣカードを利用して対象駅で降車した来店客に、「おい電ポイント」を付与。 

・Ｗチャンスとして、交通系ＩＣカードを利用した来店客にとよかわ産農産物等を期間限定でプレゼント。 
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１－７．地域公共交通確保維持改善事業の二次評価結果 

・第５５回会議において、令和３年１０月～令和４年９月の事業評価（自己評価）について協議。 

・令和５年１月に中部運輸局等に事業評価（自己評価）結果を報告。 

・令和５年２月１５日（水）に第三者評価委員会が開催され、以下のとおり評価結果の通知があった。 

（参考） 

地域公共交通確保維持改善事業の二次評価…豊川市コミュニティバスの一部路線（豊鉄バス新豊線・豊川線に接続する系統）は、国の補助金を活用して運行している。 

補助金の活用にあたり、補助金の交付要綱・要領では、地域公共交通会議で事業の実施状況等について「自己評価」を行った後、国に報告して第三者評価委員会の二

次評価を受けることを規定している。 

地域間幹線系統…地域間交通ネットワーク系統。豊川市では豊鉄バス新豊線・豊川線が該当。 

フィーダー系統…地域間交通ネットワークに接続する系統。豊川市では、豊鉄バス新豊線・豊川線に接続するコミュニティバスの系統が該当。 
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１－８．令和５年度の協議会スケジュール  

（１）協議会スケジュール 

・令和５年度の地域公共交通会議は、４回の開催を予定。 

・開催時期及び会議の主な報告・協議内容は以下のとおり。 

（２）令和５年度に実施する主な事業内容 

１）公共交通に関するアンケート調査の実施

・豊川市地域公共交通計画及び市内公共交通網の評価・改善を目的としたアンケート調

査の実施。 

・豊川市地域公共交通計画に代わる豊川市総合交通戦略（仮）の検討。 

２）沿線市町と連携した豊鉄バスへの交通系ＩＣカード導入支援の実施

・令和５年度から令和６年度にかけて導入を支援。令和６年度末導入予定。 

３）利用促進策の実施

・豊川市生涯学習まちづくり出前講座（豊川市コミュニティバス乗り方教室） 

・東三河バス整理券ラリー＆謎解きゲーム（仮） 

・夏休み路線バス探検キャラバン 

・夏休み小学生５０円バス 

４）バス利用実態調査（ＯＤ調査）の実施

・バス路線の評価・改善を目的として、バス利用実態調査（ＯＤ調査）を実施。 

・令和５年１０月頃実施予定。 

①調査内容：バス利用者の乗車バス停と降車バス停、乗継路線や乗継方面、利用者属性等を調査。 

②調査対象：豊川市コミュニティバス全１０路線（基幹路線：６路線、地区地域路線：４路線） 

豊鉄バス新豊線・豊川線（豊川市内区間対象） 

③調査期間：豊川市コミュニティバス：２日間 

豊鉄バス新豊線・豊川線：２日間（平日１日・休日１日） 

○豊川市地域公共交通計画の進捗状況等

○利用促進に関する取組み

○令和４年度決算報告及び令和５年度補正予算案

○生活交通確保維持改善計画

○御津地区地域路線「観音寺口前」バス停の取扱い

【
令
和
５
年
度
】

第５８回会議 
（６月１６日） 

第５９回会議 

（９月２８日） 

第６１回会議 
（３月頃予定） 

会議の実施予定 主な報告・協議内容 

第６０回会議 
（１２月頃予定）

※ＯＤ調査：鉄道やバス利用者の乗車駅・バス停（起点：Ｏrigin）

から降車駅・バス停（終点：Ｄestination）までの移

動を一体で把握する調査です。 

○バス利用実態調査（ＯＤ調査※）の報告

○運行実績及び利用促進活動結果報告

○公共交通に関するアンケート調査に関する協議

○運行実績及び利用促進活動結果報告

○地域公共交通確保維持改善事業の評価

○公共交通に関するアンケート調査結果の速報

○運行実績及び利用促進活動の結果報告

○次年度実施の事業と予算案

○ＯＤ調査の集計結果報告

○公共交通に関するアンケート調査結果の報告

○豊川市総合交通戦略（仮）の策定検討
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２－１．令和５年度の利用促進に関する取組み 

・令和５年度に実施する利用促進に関する主な取組みは以下のとおり。 

区分 実施月 取組内容 

報
告
事
項

随時 
豊川市生涯学習まちづくり出前講座 

（豊川市コミュニティバス乗り方教室） 

令和５年７月２１日（金）～ 

１１月３０日（木） 
東三河バス整理券ラリー＆謎解きゲーム（仮）

令和５年８月５日（土） 夏休み路線バス探検キャラバン 

協
議
事
項

令和５年７月２１日（金）～ 

８月３１日（木） 
夏休み小学生５０円バス 

（１）豊川市生涯学習まちづくり出前講座（豊川市コミュニティバス乗り方教室）

・豊川市生涯学習まちづくり出前講座のメニューに掲載し、講座の申込みに応じて実施。 

・講座の内容は、①バスの路線概要の講義、②マイ時刻表の作成、③バスの体験乗車。 

（参考）豊川市コミュニティバス乗り方教室の様子（令和元年度） 

（２）東三河バス整理券ラリー＆謎解きゲーム（仮） 

・公共交通利用促進イベントとして、東三河地域公共交通活性化協議会（※）が主体となって東三

河バス整理券ラリー＆謎解きゲーム（仮）を実施。 

【実施期間】 

・令和５年７月２１日（金）～１１月３０日（木） 

【対象者】 

・全員 

【実施方法】

・東三河の路線バス（高速バスを除く全線）やコミュニティバスに乗車して整理券や乗車証明書を

集め、徳川家康ゆかりの地や、ほの国こどもパスポートの対象施設を周遊し謎を解くイベント。 

２．【協議事項（１）】利用促進に関する取組み 

（参考）令和４年度東三河バス整理券ラリー＆徳川家康謎解きゲームチラシ 

※東三河地域における公共交通活性化を図る目的で設置された協議会。 

東三河８市町村により構成。 
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（３）夏休み路線バス探検キャラバン 

・子供たちのバスへの関心向上やバスの利用促進を目的として、バスと触れ合う体験型無料イベン

トを実施。 

【開催日時】 

・令和５年８月５日（土）９：３０～１２：３０ 

【場所】 

・豊鉄バス株式会社 植田車庫（豊橋市植田町） 

【集合・解散】 

・豊川市役所 

【対象】 

・小学生以下と保護者 

【内容】 

・路線バスに乗った状態での洗車体験 

・路線バスとの綱引き 

・バス整備工場の見学   等 

【定員】 

・６０人程度（応募多数の場合は抽選） 

【参加料】 

・無料 

【申込方法】 

・郵便はがき、インターネット、電子メール 

【広報・周知】 

・広報とよかわ７月号、豊川市ホームページ 等 

【主催】 

・豊川市地域公共交通会議 

（参考）バスとの綱引き体験の様子（令和４年度） 

（参考）洗車体験の様子（令和４年度） 
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（４）夏休み小学生５０円バス 

・夏休み期間中、高速乗合バスを除く東三河地域を運行するバスの小学生運賃を一律５０円とする

イベントを実施。 

・イベントの実施により、運賃の変更を伴うため協議するもの。 

・実施期間、市内対象路線や実施方法等は以下のとおり。 

【実施期間】 

・豊川市立学校管理規則第６条第２項第２号（※）に規定する夏季の学校休業日の期間。 

・ただし、当該夏季の学校休業日の期間の初日の前々日もしくは前日、または最終日の翌日もし

くは翌々日が、次に掲げる日に該当する場合（前々日にあたっては前日と、翌々日にあたって

は翌日と連続して該当する場合に限る。）は、これらの日を運賃変更する期間に含むものとす

る。 

①国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

②日曜日及び土曜日 

（※）豊川市立学校管理規制（抜粋） 

（学期及び休業日） 

第６条 学校教育法施行令（昭和２８年政令第３４０号）第２９条に規定する学校の学期は、

次のとおりとする。 

（２）夏季 ７月２１日から８月３１日まで 

【市内対象路線】 

・豊鉄バス（２路線） 

豊川線、新豊線 

・豊川市コミュニティバス（１０路線） 

豊鉄バス・・・・・ゆうあいの里八幡線、一宮線 

豊鉄タクシー・・・千両三上線、小坂井線、音羽線、御津線、音羽地区地域路線、 

御津地区地域路線、一宮地区地域路線、御油地区地域路線 

【対象者】 

・小学生 

【実施方法】 

・イベント期間中における豊川市内全てのバスの小学生運賃を一律１乗車５０円とする。 

・大人１人につき幼児２人以上の場合、幼児１人は無料とし、２人目以降は１人１乗車５０円と

する。 

・イベント期間中、共通ゾーンを跨いで乗車しても１乗車５０円とする。 

・バスを乗り継ぐ場合は、１乗車目のバス降車時に５０円を支払って乗継券を受け取り、２乗車

目以降の降車時は乗継券のみで利用可能とする。

【広報・周知】 

・広報とよかわ７月号 

・豊川市ホームページ 

・東三河地区の小学生を対象にチラシを配布 

・バス車内、公共施設などでのポスター掲示 等 

【乗継バス停及び乗継路線】 

・乗継バス停及び乗継路線は以下のとおり。 

乗継バス停 乗継路線 

本宮の湯（いかまい館） 一宮線・一宮地区地域路線 

一宮支所 一宮線・新豊線・一宮地区地域路線 

豊川駅前 新豊線・豊川線・一宮線・千両三上線 

豊川市役所前（市役所） 新豊線・豊川線・小坂井線 

豊川体育館前 新豊線・豊川線・小坂井線 

イオンモール豊川 
新豊線・豊川線・ゆうあいの里八幡線・音羽線 

御津線・小坂井線 

豊川市民病院 
新豊線・豊川線・ゆうあいの里八幡線・音羽線 

御津線・小坂井線 

国府駅 
ゆうあいの里八幡線・音羽線・御津線 

御津地区地域路線・御油地区地域路線 

ひまわり農協音羽 音羽線・音羽地区地域路線 

音羽支所 音羽線・音羽地区地域路線 

愛知御津駅前 御津線・御津地区地域路線 

御津支所 御津線・御津地区地域路線 

【その他】 

・「地域公共交通会議に関する国土交通省としての考え方について」（平成１８年９月１５日付け

国自旅第１６１号）の一部改正（平成３０年１２月２８日付け国自旅第２１２号）に伴う「地域

公共交通会議の設置及び運営に関するガイドライン」に基づき、「夏休み小学生５０円バス」の

実施に伴う運賃の変更については、内容の変更なく反復継続して行うものであるため、来年度以

降は内容の変更が生じない限り協議不要。 
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３－１．令和４年度豊川市地域公共交通会議の決算報告 

・令和４年度豊川市地域公共交通会議歳入歳出決算書は以下のとおり。 

３．【協議事項（２）】令和４年度決算及び令和５年度補正予算 

1.歳入 単位：円

2,947,000 2,947,000

1 負担金 2,947,000 2,947,000 豊川市から

2 補助金 0 0

2,364,510 2,364,510

1 繰越金 2,364,510 2,364,510 令和３年度交通会議余剰金

1,000 27

1 雑入 1,000 27 預金利子

5,312,510 5,311,537

2.歳出 単位：円

180,000 180,000

1 負担金 180,000 180,000 東三河地域公共交通活性化協議会負担金

1,547,000 818,831

1 消耗品費 540,000 123,631 事務用消耗品費

2 印刷製本費 1,007,000 695,200
①ポケット時刻表
②バスマップ

20,000 0

1 手数料 20,000 0 振込手数料

4 委託費 1,200,000 587,975

1 委託料 1,200,000 587,975
①路線バス探検キャラバン（1日実施）
②運行系統図
③バス停処分

2,364,510 2,364,510

1 繰出金 2,364,510 2,364,510
市へ返戻
（令和３年度交通会議余剰金）

1,000 0

1 予備費 1,000 0

5,312,510 3,951,316

令和４年度豊川市地域公共交通会議歳入歳出決算書

科　　　目 ②収入済額
①予算額
（補正後）

備　　考

1 負担金及び補助金

2 繰越金

3 雑入

合　　　計

科　　　目

につきましては、令和5年度豊川市地域公共交通会議予算に繰越し、豊川市に返戻します。

令和4年度豊川市地域公共交通会議予算残額1,360,221円（収入済額5,311,537円－支出済額3,951,316円）

①予算額
（補正後）

備　　考

1 事業費

2 需用費

②支出済額

3 役務費

5 雑費

6 予備費

合　　　計
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３－２．令和５年度豊川市地域公共交通会議歳入歳出補正予算書（案） 

・令和４年度豊川市地域公共交通会議歳入歳出決算において、収入済額と支出済

額の差額が予算よりも増額したことにより、令和５年度豊川市地域公共交通会

議歳入歳出予算への繰越金が増額し、令和５年度に豊川市に返戻する歳出額

（５ 雑費、１ 繰越金）が予算を上回ったため、補正予算要求するもの。 

・令和５年度豊川市地域公共交通会議歳入歳出補正予算書（案）は以下のとおり。 

1.歳入 単位：円

①当初予算額 ②補正額
③補正後
予算額

備　　考

10,395,000 0 10,395,000

1負担金 10,395,000 0 10,395,000 豊川市から

2補助金 0 0 0

1,000 1,359,221 1,360,221

1繰越金 1,000 1,359,221 1,360,221 令和４年度交通会議余剰金

1,000 0 1,000

1雑入 1,000 0 1,000 預金利子等

10,397,000 1,359,221 11,756,221

2.歳出 単位：円

①当初予算額 ②補正額
③補正後
予算額

備　　考

190,000 0 190,000

1負担金 190,000 0 190,000 東三河地域公共交通活性化協議会負担金

2補助金 0 0 0

1,915,000 0 1,915,000

1消耗品費 810,000 0 810,000 事務用消耗品費

2印刷製本費 1,105,000 0 1,105,000
①ポケット時刻表
②バスマップ

20,000 0 20,000

1手数料 20,000 0 20,000 振込手数料

4委託費 8,270,000 0 8,270,000

１委託料 8,270,000 0 8,270,000

①路線バス探検キャラバン（1日実施）
②バスの乗り方教室
③運行系統図
④豊川市地域公共交通アンケート調査等業務

1,000 1,359,221 1,360,221

1繰出金 1,000 1,359,221 1,360,221
市へ返戻
（令和４年度交通会議余剰金）

1,000 0 1,000

1予備費 1,000 0 1,000

10,397,000 1,359,221 11,756,221

令和５年度豊川市地域公共交通会議歳入歳出補正予算書(案）

科　　　目

※各科目間の予算は、相互に流用できるものとする。

1事業費

2需用費

1負担金及び補助金

2繰越金

3雑入

合　計

科　　　目

3役務費

5雑費

6予備費

合　　　計
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● 協議の目的

・豊川市コミュニティバスの一部路線（豊鉄バス新豊線・豊川線に接続する系統）は、国補助金を活用し

て運行。 

・国補助金の活用にあたり、事業の目的・必要性や目標、運行内容などをまとめた「生活交通確保維持改

善計画」（国補助金の認定申請に必要な計画）を、公共交通会議で協議・承認を得た上で策定する必要

があるため協議するもの。 

・本協議に係る国補助金の対象期間は、令和５年１０月から令和６年９月までの運行分。 

４．【協議事項（３）】生活交通確保維持改善計画 

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運行予定者 

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の負担者 

６．補助金の交付を受けようとする補助対象事業者の名称 

７．補助を受けようとする手続きに係る利用状況等の継続的な測定方法 

８．別表１の補助対象事業の基準ホただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの運行回数が３回以上で

足りると認めた系統の概要

９．別表１の補助対象事業の基準ニに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村に準ずる生活基盤が整

備されている」と認めた市町村の一覧 

１０．生産性向上の取組みに係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期及びその他特記事項 

１１．外客来訪促進計画との整合性 

１２．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

１３．車両の取得に係る目的・必要性 

１４．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

１５．車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する費用の負担者 

１６．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における収支の改善に係る

計画 

１７．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

１８．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

１９．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担額 

２０．協議会の開催状況と主な議論 

２１．利用者等の意見の反映状況 

２２．協議会メンバーの構成員 

４－１．生活交通確保維持改善計画に記載が必要となる事

項

４－２．生活交通確保維持改善計画（抜粋） 
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運
行
ダ
イ
ヤ

時間
延長
（ｋｍ）

所要時間
（分）

運行本数
（本）

ゆうあいの里八幡線
（右回り）

18.2 71 5

ゆうあいの里八幡線
（左回り）

18.0 67 6

千両三上線
（三上地区市民館方面）

12.3 34 7

千両三上線
（上千両集会所方面）

12.3 33 7

小坂井線
（西小坂井駅方面）

14.5 46 5

小坂井線
（市役所方面）

14.7 46 5

一宮線
（豊川駅方面）

9.3 23 4

一宮線
（本宮の湯方面）

9.3 23 4

音羽線
（グリーンヒル音羽方面）

14.4 63 6

音羽線
（国府駅・イオンモール豊川方

面）
14.8 58 5

御津線
（あかね児童館方面）

11.4 53 6

御津線
（国府駅・イオンモール豊川方

面）
10.3 43 6

音羽地区地域路線
（赤坂台上方面）

10.7 48 7

音羽地区地域路線
（大林方面）

14.0 53 7

御津地区地域路線
（御津支所・御津地区方面）

10.7 35 9

御津地区地域路線
（熊野神社方面・国府駅方面）

11.9 39 7

一宮地区地域路線
（東回り）

19.3 43 3

一宮地区地域路線
（中回り）

14.6 34 4

一宮地区地域路線
（西回り）

16.4 36 4

御油地区地域路線 9.7 47 8

基
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路
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駅
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駅
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駅
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上
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所
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ま
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館
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館
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館
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館
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２
区
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駅
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駅
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駅

国
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駅

国
府
駅
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駅

い
か
ま
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館
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か
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館
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か
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館
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い
館

い
か
ま
い
館
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所
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所
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所
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西
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西
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所
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・令和４年度末、国道２３号に関連する工事に伴い、御津地区地域路線「観音寺口前」バス停が設置されている道路（県道豊川蒲郡線）に迂回路が設定され、同バス停前の道路の通り抜けができなくなった。

（バスは道路運送法第１７条（やむを得ない事由（工事））を適用して迂回路を運行。） 

・令和５年４月、道路管理者（県）に工期等を確認。工期は令和５年３月２１日（火）から令和６年３月５日（火）（予定）、工事完了後は既存ルート（現在は通り抜け不可）に戻ることを確認できたため、

愛知運輸支局に相談。令和５年８月１日（火）（予定）付けで迂回路をバスのルートとして新設し、既存ルートを休止。工事完了後に既存ルートに戻すことになった。 

・また、運行事業者より同バス停への停車は危険であるとの指摘があったため、バス停の移設を検討。 

・しかし、付近一帯が工事区域となっているため、移設可能場所はなし。（令和５年５月１６日（火）公安委員会協議済） 

・同バス停については、令和３年度から小学生の通学利用者がいなくなったため、令和５年８月１日（火）（予定）から当面の間休止し、移設場所を継続検討。（令和元年度から令和２年度の月平均利用者数

１５人→令和３年度から令和４年度の月平均利用者数０．１人） 

御津地区地域路線（ハートフル号） 

御津線 

【全体路線図】

５．【協議事項（４）】御津地区地域路線「観音寺口前」バス停付近におけるルート変更等 

Ｎ 

休止 

状況写真：「観音寺口前」バス停の付近 

休止区間及び迂回路 

起  点：豊川市御津町金野石田１４番３地先 

終  点：豊川市御津町金野石田２２番地２地先 

道路種別：県道 

道路幅員：７ｍ 

キ ロ 程：１００ｍ 
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